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日本を代表する自動車アフターマーケット事業を展開する企業が、基幹システ
ムの安定化を実現しながら、AI を活用したイノベーションを推進するための実
証済みのアプローチを採用。 

会社概要

株式会社オートバックスセブンは、日本を代表する自動
車アフターマーケット事業を展開する企業であり、日本
国内に約 1,300 店舗、海外に約 150 店舗のネットワーク
を有しています。車両整備、カー用品・アクセサリーの販
売に加え、デジタルサービスを通じて、個人および法人
顧客に幅広い価値を提供しています。 

サポートコストの削減：SAP
および ORACLE の年間
サポート費用を 50％削減

イノベーションへのリソース
創出：予算と社内人材を AI
およびデジタル施策へ再配分

国・地域： 日本

業種： 卸売業・流通、小売

使用ソフトウェア： 
SAP ECC 6, ORACLE DATABASES   

「今後、当社の事業規模を 2 倍に成長させてい
く計画です。その実現には、イノベーションと優
れたテクノロジーが不可欠です。Rimini Smart 
Path ™は、その成長を力強く後押しする有効な手
段であると考えています」 

株式会社オートバックスセブン IT 管掌
株式会社オートバックスデジタルイニシアチブ 
代表取締役社長　則末 修男氏

リミニストリートのソリュー
ション：  
RIMINI SUPPORT ™ FOR SAP AND 
ORACLE

https://www.riministreet.com


1947 年に創業した株式会社オートバックスセブンは、日本を代表する自動車アフターマーケット事業を展開する企業であり、日本国内に約
1,300 店舗、海外に約 150 店舗のネットワークを有しています。事業とサービスの拡大に伴い、IT は市場リーダーとしての地位維持と顧客
価値の提供において、ますます重要な役割を担うようになりました。 

株式会社オートバックスセブン IT 管掌 則末修男氏は、子会社である AUTOBACS Digital Initiative（ABDi）を率い、AI や IoT といった先進
技術の活用を通じて、業務効率と収益性の向上を推進しています。 

IT サポート戦略の転換による企業価値向上 

同社では、会計基盤として SAP ECC 6 を、また小売業務を支える基幹システムとして Oracle Database を使用していました。しかし、これ
らには高額なサポートコストがかかる一方で、十分な価値を得られていない状況にありました。 

則末氏は、固定された IT 予算の中で日々の運用を維持しながら、高まるデジタル化やイノベーション需要に応える必要がありました。「メ
ンテナンスやサポートのコストを削減しつつ、企業価値を高める IT サービスへの投資を拡大する戦略が必要でした。」と述べています。   

2016 年、リミニストリートの高品質なサービスと SAP に関する高い専門性を評価し、同社は SAP ECC 6 の保守を Rimini Support ™へと
切り替えました。この決定により、年間保守費用は即座に 50% 削減されました。この決断の背景には、両社のビジネスモデルの共通点も
ありました。「リミニストリートとオートバックスセブンは似たビジネスモデルを持っています。リミニストリートは SAP システムの第三者保守
を提供し、私たちは自動車メーカーが製造した車のメンテナンスを行っています。いずれも顧客に選択肢と価値、優れた体験を提供すると
いう点で共通しています。」と則末氏は述べています。 

Rimini Smart Path ™により、自己資金でイノベーショ
ンを実現しながら成長を加速するオートバックスセブン 

https://www.riministreet.com/solutions/sap/ecc/
https://www.riministreet.com/solutions/sap/
https://www.riministreet.com/blog/independent-third-party-support-definition/


さらに同社は、IT 運用の効率化とコスト最適化を目的として、Oracle Database のサポートについてもリミニストリートへと拡張しました。「リ
ミニストリートのエンジニアは SAP と Oracle の双方に深い専門性を持っており、DBA 対応を含めて安心して任せることができます。現在では、
Oracle ライセンスは直接購入し、保守はリミニストリートへ移行するという戦略を採用しています。」と則末氏は述べています。   

単一の信頼できるパートナーに SAP と Oracle の両方のサポートを任せることで、同社は以下を実現しています： 

•	 ベンダー管理の効率化と、SAP ECC 6 および Oracle Database の 15 年以上にわたる継続サポートの確保 

•	 24 時間 365 日体制で、P1 障害に対して 2 分未満での応答が可能な専門サポート体制の活用 

•	 年間サポート費用を 50% 削減し、総所有コストを 70% 削減  

•	 社内 IT 人材を保守業務から解放し、イノベーションと成長に集中できる体制の構築   

「私たちの使命は、地域社会の安全を守りながらお客様の生活を豊かにすることです。収益や価値を生まないシステムに過度な投資を行うこ
とは、その使命から逸れるものです。」と則末氏は述べています。「リミニストリートが ERP 運用を支えることで、当社は AI 専門人材など高
度な人材の確保に注力し、より高い価値を創出することができています。」と続けています。 

次の成長ステージに向けたデジタル投資 

基幹システムの安定化により、則末氏はより多くの時間をイノベーション推進に充てることが可能になりました。「今後、当社の事業規模を
2 倍に成長させていく計画です。その実現には、イノベーションと優れたテクノロジーが不可欠です。Rimini Smart Path ™は、その成長
を力強く後押しする有効な手段であると考えています。」と述べています    

Rimini Smart Path ™は、Support、Optimize、Innovate の 3 つのステップから構成される実証済みの手法であり、既存の予算の中で、
安定した基幹システムから AI や自動化といった高度な機能への移行を支援します。「すでに Rimini Support ™を導入しており、今後は最適
化とイノベーションのフェーズにおいても、リミニストリートの支援を活用しながら成長を加速していきます。」と則末氏は述べています。

https://www.riministreet.com/solutions/oracle/database/
https://www.riministreet.com/solutions/objective/extend-life-of-erp/
https://www.riministreet.com/solutions/objective/fill-tech-skills-gaps/
https://www.riministreet.com/solutions/objective/reduce-costs/
https://www.riministreet.com/solutions/rimini-smart-path/
https://www.riministreet.com/solutions/rimini-smart-path/support/
https://www.riministreet.com/solutions/rimini-smart-path/optimize/
https://www.riministreet.com/solutions/rimini-smart-path/innovate/


©2026 Rimini Street, Inc. All rights reserved. “Rimini Street” is a registered trademark of Rimini Street, Inc. in the United States and other countries, 
and Rimini Street, the Rimini Street logo, and combinations thereof, and other marks marked by TM are trademarks of Rimini Street, Inc. All other 
trademarks remain the property of their respective owners, and unless otherwise specified, Rimini Street claims no affiliation, endorsement, or 
association with any such trademark holder, or other companies referenced herein. This document was created by Rimini Street, Inc. (“Rimini 
Street”) and is not sponsored by, endorsed by, or affiliated with Oracle Corporation, SAP SE, or any other party. Except as otherwise expressly 
provided in writing, Rimini Street assumes no liability whatsoever and disclaims any express, implied, or statutory warranty relating to the 
information presented, including, without limitation, any implied warranty of merchantability or fitness for a particular purpose. Rimini Street shall 
not be liable for any direct, indirect, consequential, punitive, special, or incidental damages arising out of the use or inability to use the information. 
Rimini Street makes no representations or warranties with respect to the accuracy or completeness of the information provided by third parties, 
and reserves the right to make changes to the information, services, or products, at any time.  M_09139  |  LR0055979   |  US07242026

riministreet.com
info@riministreet.com
X.com/riministreet
linkedin.com/company/rimini-street

To learn more about AUTOBACS SEVEN or to read other client stories, visit riministreet.com/clients

現在、則末氏は ServiceNow® の AI 機能とリミニストリートのサポートを組み合わせた新しいエンタープライズアプリケーション構想の検討
を進めています。アップグレードや移行、再プラットフォーム化を行うことなく、AI 機能を活用することで新たな価値創出を目指しています。「リ
ミニストリートとの共通のビジョンにより、IT 予算を最も価値の高い領域へ投資できる環境を実現できました。より大きな価値を生み出す基
盤が整っています。」と述べています。  

10 年にわたるパートナーシップとイノベーション 

同社は過去 10 年間にわたりリミニストリートを信頼し、事業の拡大とともにデジタルサービスを進化させてきました。その一環として、以
下のような取り組みを推進しています：   

•	 AI を活用したスマートフォンアプリ「安心ピットカメラ」 

•	 クラウド型電子棚札システム「tagEL（タグエル）」 

•	 カーライフ情報サイト「MOBILA（モビラ）」  

則末氏は、こうした成果は社内外のパートナーとの連携によるものだと説明します。「経営陣と密に連携しながら IT 戦略を策定し、適切な
投資判断を行っています。そして、リミニストリートは当社にとって重要な価値創出の源であることを継続的に共有しています。」と述べています。 

最後に則末氏は、日本企業に対して次のように提言しています。「多くの日本企業が、IT 保守コストと新たな価値創出投資のバランスに課
題を抱えています。リソースが限られ、IT コストが高止まりしている状況では、どこに集中し、どこからシフトするかが極めて重要です。リミ
ニストリートは、コスト削減と変革の推進を両立する最初の選択肢になるべきです。」 
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